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腸骨動脈瘤の腸骨静脈への穿破があった患者さんの 

診療情報等を研究に利用することについてのお知らせ 

 

九州医療センターでは、九州医療センター倫理審査委員会の審査を受け、病院長承認のもと、下記の臨床研究

を実施しております。 

ご希望があれば、個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、関連資料を閲覧することが出来ます

のでお申出下さい。 

当該研究に診療情報等が用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いただ

けない場合には研究対象としませんので、下記の[相談窓口]までお申出ください。その場合でも患者さんに不利

益が生じることはありません。なお、研究の進捗状況によっては、あなたのデータを取り除くことができない

場合がございますので、ご了承ください。 

1.研究課題名 下肢浮腫を機に発見された腸骨動脈瘤の腸骨静脈への穿破の 1 症例 

2.研究実施機関

の研究責任者 

九州医療センター 臨床検査部 責任者氏名 宮﨑 明信 

3.研究の背景 下肢浮腫をきたす原因として深部静脈血栓症、リンパ浮腫、心不全、腎不全、低アルブミン

血症、蜂窩織炎などが挙げられます。今回、左下肢浮腫の原因が右総腸骨動脈瘤の左総腸骨

静脈への穿破であった事例を医療従事者で共有したいと考えております。 

4.研究目的 今後の医療に生かすため、下肢浮腫がある場合、動脈瘤の静脈穿破という病態を念頭に置い

て検査を行う必要性やエコー検査の有用性について医療従事者で共有したいと思っていま

す。 

5.研究実施期間 ① 調査対象期間 

2014年7月11日から2014年7月31日まで 

② 研究期間 

倫理審査委員会承認後から西暦 2027 年 8 月 31 日まで 

6.研究の方法 ① 対象となる方 

調査対象期間に、腸骨動脈瘤の腸骨静脈への穿破を生じた方 

② 調査方法 

診療録から情報を収集して、解析します。 

③ 研究に利用する診療情報  

☒年齢  ☒性別  ☒身長 ☒体重  ☒写真【部位：下肢】 

☒病歴 ☒既往歴  ☐治療歴 

☐予後 

☒臨床検査データ【末梢血液一般検査、尿中一般検査、TP、アルブミン、総ビリル

ビン、LD、AST、ALT、ALP、UN、クレアチニン、総コレステロール、Na、K、 

Cl、血糖、CRP、Ca、D ダイマー、PT、APTT、フィブリノゲン、 ATⅢ、BNP、

CK、中性脂肪、HDL-C、IgG 、IgM、 Ig A】 

☒画像データ【超音波検査、CT 検査、ABI、心電図、胸部レントゲン】 

☐アンケート【   】 
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☐有害事象【副作用・合併症の発生等】 

☒その他【手術所見】 

④ 試料・情報の管理 

●情報の管理責任者 

九州医療センター臨床検査部（職名：主任臨床検査技師）  （氏名）宮﨑 明信 

 

7.個人情報の 

取扱い 

情報等には個人情報が含まれますが、利用する場合には、お名前、住所など、個人を直

ちに判別できるような情報は削除します。研究成果は学会や学術雑誌で発表されますが、

個人を直ちに判別できるような情報は利用しません。 

8.研究組織 この研究は、当院のみの単施設研究です。 

研究代表施設 

（研究代表者） 

九州医療センター 臨床検査部（職名：主任臨床検査技師） 宮﨑 明信 

相談窓口 九州医療センター 臨床検査部（職名：主任臨床検査技師） 宮﨑 明信 

〒810-8563 福岡県福岡市中央区地行浜 1-8-1 

電話番号 092-852-0700 

 
 

 

 


